
農業プロジェクト 農業×ICTマッチングセミナー

農業から地域活性化を考える

● 農産物の生産や、流通を効率化して高収益化を目指している方。
● 農業分野へのICT導入に、興味がある法人様・政策に携わっている方。
● 農業参入・新規就農希望の方や、支援されている方。 
● 流通の改善を模索している方。

こんな方におススメのセミナーですこんな方におススメのセミナーですこんな方におススメのセミナーです

アジア太平洋インポートマート（ＡＩＭ） 3階 G展示場

主 催 公益財団法人 九州ヒューマンメディア創造センター

「地域まるごと販売術」

ナレッジ提供のためのアルゴリズム開発」

田舎まるごと販売研究家 
高知工科大学地域連携機構 特任教授 松崎 了三氏

江口農園 江口 竜左氏

「発酵土壌づくりのためのセンシングネットワークシステムと

NECソリューションイノベータ（株） 犬丸 　勤氏

　リンクソフトウエア（株） 矢野 宏之氏

交 流 会第二部 １８：００～１９：３０

講 演 会第一部

29 3平成 年 月13日（月）開催日時

開催場所

■基調講演（60分）

（30分）

（40分）

■事例紹介

農家紹介 事業者紹介など
花の海からのイチゴ提供

事例紹介 ①農家のとりくみ事例

②農業ICT事例

スマホを使ってすぐ始められる、GAP対応型の営農日誌＆生産管理、かんたん流通システムの紹介。

「パクチーをブームで終わらせない！」

「農家にもＩＣＴを、お金をかけずに簡単に！」

■事業者紹介

第一部 講演会１５：００～１７：３０ 第二部 交流会１８：００～１９：３０

プログラム

１５：００～１７：３０

3,000円●会費制

講 演

講 演 農業への最新のＩＯＴ技術応用事例

■とりくみ発表

100名
定　員 無料

参加費

佐賀県武雄市の地元ブランド戦略の一環で４年前、パクチー生産を始め、「ブームでなく文化にしたい」と
ファンを増やす催しも企画しています。いまでは、直接取引が福岡市内をはじめ東京以西の飲食店約５０
店舗へと広がっています。



※近隣の有料駐車場をご利用いただくか、公共交通機関でお越し下さい。

問合せ先

総務企画部 企画課
〒805-0071 北九州市八幡東区東田1-5-7
TEL：（093）663-2950　FAX：（093）663-2955
e-mail：media2@human-media.or.jp

「農業×ICTマッチングセミナーin北九州」
《ヒューマンメディア財団　総務企画部 企画課　林 宛》

※ご記入いただきました情報は、本セミナーに関する連絡・記録、及び当財団からの各種情報のご提供のために使用させていただきます。

FAX：093-663-2955 http://www.human-media.or.jp/mailform_20170313.phpURL：

貴社
貴団体名

第一部
（講演会）

御所属

参加人数 名

電話番号

申込者氏名

e-mail @

ご住所 〒　　　ー

第二部
（交流会）

（　　　　）ー

参加申込書

［担当：林・二木（にき）］

講演者のご紹介

公益財団法人 九州ヒューマンメディア創造センター

※プログラム内容は予告なく変更になる場合があります。予めご了承ください。

□参加する □参加する
□参加しない □参加しない

（参加費3,000円）

主 催

申込書に必要事項をご記入の上、
FAXまたはwebからお申し込み下さい。

【申込〆切】 平成２9年3月9日（木）
※期限内でも定員になりましたら受付を終了させていただきます。

申込方法 FAX：（093）663-2955
URL：http://www.human-media.or.jp/
　　  mailform_20170313.php

講演のポイント・メッセージ
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松崎 了三 氏

1955年高知県室戸市生まれ、幼少期は山奥で暮らす。
大学卒業後は帰郷し土木業を３年、ある日突然に求人を見て、広告
業界へ。２年後に独立し企画デザイン事務所を立ち上げる。
1985年に法人化、（株）アークデザイン研究所専務取締役となる。
1988年人口約1200人の山村、馬路村と出会い特産品の開発、販
売に目覚める。ポン酢しょうゆ、ごっくん馬路村、等のマーケティングで
馬路村を「ゆずの村」として全国に浸透させた馬路村のブランド商品
の仕掛け人。
以来、「田舎まるごと販売研究家」として地域づくりに燃えている。
2000年よりフリーとなり、「農」と「食」を中心に農村のコミュニケー
ション計画のお手伝いに全国をコツコツまわっている。

田舎まるごと販売研究家
高知工科大学地域連携機構 特任教授

〈伝えたい事〉

〈講演内容〉
【情　報】

地域・商品を売り出そうと思ったら、
何よりもイメージづくり。
日本人は、つくることは上手だが、売るのがヘタ。
ハードには強いが、ソフト（特に情報というイメージづくり）
にはめっぽう弱い。

まずはイメージ。情報コントロールにエネルギーを注ごう。
モノ（物質）ではなく、ココロ（精神）的価値を売れ。物語を売れ。
モノ売りは価格競争になるが、モノガタリは付加価値になる。

イメージできない商品や地域は、特産品も交流も始まらない。

【融　合】
・生産・加工・販売の融合化
・お客様に近づこう。
・レストランと畑をもっと近づけよう。

【顧　客】
エンド・ユーザー、ネットワークだけが生き残る。
自分で売る。自分のお客さんをもつ。

【価値観】
価値観も、お客さんのライフスタイルも、時代と共に変化する。
しかし、生産・加工の側は変わらない→顧客とのズレ→売れない

プロフィール




